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１０．成果公表の方法（投稿予定の論文タイトル、雑誌名、学会講演、談話会、広報等） 

 講演概要の一部をウェブ上で公開しているとともに、個別に国内外の学会で発表、学術

雑誌への論文投稿を予定（一部公表すみ）。 
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研究実績報告（成果） 

 

2007年 11月 19日（月）～20日（火）に研究集会「アスペリティのマッピングとモニタリ

ング (EARS) 」シンポジウムを東京大学地震研究所２号館第１会議室において開催した。 

ここ数年、プレート境界におけるアスペリティに関する重要な知見が地震観測や GPS 観

測などにより次々に得られてきている。プレート境界で発生する相似地震、深部低周波微

動や低周波地震も小規模なアスペリティや準静的すべり域の活動と関連づけられることも

わかってきた。また、地震波形解析や人工地震探査によるアスペリティのマッピングとモ

ニタリングの可能性も開けてきた。一方で、海底ケーブル観測網や「ちきゅう」による地

震発生域の掘削と孔内長期モニタリング観測が目前となり、新しい観測技術の実現も視野

に入ってきた。 

本研究集会は、アスペリティおよび準静的すべり域の総合的な理解と物性の詳細な解明、

そのマッピングとモニタリングについて、地震学的な研究に加えて、構造探査、地質学、

地球内部物性、物質科学、地球電磁気学、掘削や海底ケーブルなどの観測技術などの幅広

い分野の最新の研究成果を集めて議論と情報交換を行い、この分野の研究の総合的な進展

をめざすことを目的として開催された。 

今回の研究集会では以下のような研究報告がなされた。 

・ 地震活動、相似地震、変換波などの地震学的手法および地殻変動から描くアスペリティ

の実像とその時間変動 

・ 陸上および海底における電磁気観測から得た電気伝導度構造が示すアスペリティの構

造 

・ 海域における OBS 広角反射法、反射法探査による地殻およびアスペリティの構造と海

底ケーブル観測網 

・ アスペリティ監視手法としての精密制御信号システム（アクロス）の適用 

・ 地震学、モデル実験、地質学などから見た地震の素過程とアスペリティの物理的性質 

・ 新しいデータ解析手法 

これまでの 2 回の研究集会では、この規模の研究集会では他に類を見ない幅広い分野の

研究者が参加して活発な討議が行われた。今回の研究集会はやや小規模ではあったものの

幅広い分野の研究者の意見交換の場として十分機能し、目的を達成できたと考える。 

 


